
正立プリズム三脚アダプターレンズキャップ

接眼レンズファインダースコープ鏡筒

C90mm マクストフ スポッティングスコープ
取扱説明書
日本語 v1 CE-BSC90-52268

C90mm Maksutov Spotting Scope

はじめにご確認ください
CelestronC90mm マクストフ スポッティングスコープをお買い上げいただき、ありがとうございます。スポーツ、バードウォッチング、自然観察、野生動物
観察、天体観測など、様々なアクティビティで、このスポッティングスコープの高い光学品質で、素晴らしい観察体験をお楽しみいただけます。

1. 鏡筒、正立プリズム、接眼レンズのキャップを取り外します。

2. 鏡筒の接眼部と正立プリズムにあるすべての固定ネジを緩め、ネジが
接眼部内に出ないようにします。

3. 正立プリズムのクローム部分を鏡筒の接眼部に差し込みます（図 1）。
次に、固定ネジを締めて正立プリズムを固定します。

4. 接眼レンズ（32mm を使用）のクローム部分を正立プリズムに差し込み
ます（図 2）。次に、固定ネジを締めて接眼レンズを固定します。

5. 倍率の異なる接眼レンズを使用する場合は、固定ネジを緩め、正立プリ
ズムに別の接眼レンズを取り付けます。31.7mm 径の接眼レンズであれば
使用できます。

正立プリズムと接眼レンズの取り付け

組み立て方法

図 1 図 2
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ファインダーは、スポッティングスコープ自体よりもはるかに広い視野を持つ 8
倍の光学機器であり、観察対象の位置を探す際に役立ちます。ファインダーは
組み立て済みで、ファインダーのブラケット内に取り付けられています。

1. 鏡筒の取り付けブラケットの固定ネジを緩めます （図 3）。

2. ファインダーブラケット（ファインダーを取り付けた状態）を鏡筒の取り付けブ
ラケットに差し込みます（図 4）。

3. ファインダーのブラケットを後側からスライドさせて取り付けます。ファイン
ダーは、対物レンズ（大きなガラス）がスポッティングスコープの前側に向くよう
に設置してください。

4. 取り付けブラケットの固定ネジを締め、ファインダーをしっかりと固定します。
ファインダーが、図 5 のように正しく取り付けられているか確認してください。

8×21 正立ファインダーの取り付け

図 3 図 4

図 5 図 6

注意：接眼レンズを変更する場合は、再度焦点を合わせる必要があります。

スポッティングスコープのピント調整は、主鏡バッフルチューブ上を前後にス
ライドさせて、主鏡の位置で調整します。
ピントの調整は、ピント調整ノブ（図 7）を、像が鮮明になるまで回します。ノブ
が回転しない場合は、主鏡がピント調整移動の端に達しています。その場合
は、像が鮮明になるまでノブを反対方向に回します。像にピントが合ったら、ピ
ント調整ノブを時計回りに回すと近い物体に、反時計回りに回すと遠い物体
にピントが合わせられます。
ピント調整ノブの 1 回転の移動では、主鏡はわずかにしか動きません。そのた
め、近距離（約 4.5m）から無限遠までピントを合わせるには、何回もピント調
整ノブ回す必要があります。
天体観測では、ピントが合っていない星像は非常に拡散しているため、見るの
が困難、あるいは不可能になることもあります。ピント調整ノブを速く回しすぎ
ると、像が見えずにピントが合っていない状態になる可能性があります。天体
を見る場合は、最初の観測対象を明るい天体（月など）にすることで、ピントが
合っていない状態でも像が見えるようになります。

ピントを合わせる

スポッティングスコープを使用する前に、レンズキャップを取り外してください。

警告：目を損傷する恐れがあるため、肉眼またはスポッティングスコープで太
陽を直接見ないでください。

スポッティングスコープの使い方

スポッティングスコープは倍率高いため、鮮明で安定した観察をするには、しっ
かりとした三脚が必要です。観察を始める前に、スポッティングスコープをカメ
ラ用の安定した三脚に取り付けてください。
スポッティングスコープの底面の、1/4 インチのネジ穴が付いた三脚アダプター
を使って、スポッティングスコープに三脚を取り付けることができます（図 6）。

三脚への取り付け

図 7

2



1. スポッティングスコープの接眼部に T リング用ネジが搭載されています（図 8）。お持ちのカメラに対応した T リングを使用すれ
ば、デジタル一眼レフカメラをスポッティングスコープに取り付けることができます。

2. スポッティングスコープの接眼部から正立プリズムと接眼レンズを取り外します。

3. T リングを、ネジ山（T アダプター）がある背面の開口部に通します（図 8）。

4. レンズを取り付けるように、カメラ本体を T リングに取り付けます。

注意：コンパクトデジタルカメラ（デジタル一眼レフカメラを除く）は、レンズ、スポッティングスコープ、望遠鏡などにカメラを取り
付けられません。コンパクトデジタルカメラをスポッティングスコープに取り付けるにはユニバーサルデジタルカメラアダプターを
ご使用ください。

カメラの取り付け

例えば、32mm の Plossl 接眼レンズの場合、倍率を求めるにはスポッティングスコープの焦点距離（1250mm）を接眼レンズの焦点距離 32mm で割り
ます。1250/32=39 で、倍率は 39 倍になります。

倍率は組み合わせで様々になりますが、各機器の倍率には限界があります。一般的には、口径 1mm につき 2 倍の倍率を使用できます。例えば、C90 の
口径は 90mm なので、90×2 で、最大倍率は 180 倍になります。C90 スポッティングスコープの一般的な観測は 70 ～ 123 倍が適しています。倍率が低
いほど明るい画像が得られますが、最適な倍率を見つけるために色々お試しください。

接眼レンズの焦点距離 (mm)

スポッティングスコープの焦点距離 (mm)
倍率　＝

異なる接眼レンズを使用することで、異なる倍率や視野などを実現できます。スポッティングスコープの倍率を求めるには、スポッティングスコープの焦点
距離を接眼レンズの焦点距離で割るだけです。式にすると、次のようになります。

異なる接眼レンズの使用と倍率の計算

1. 対象物を見つけやすい日中にファインダースコープを調整してください。

2. 500m 以上離れた目立つ物体（ビルの避雷針、電柱、街灯、大きな木のてっぺんなど）を探します。これにより視差の影響を排除できます。

3. スポッティングスコープを対象物に向け、スポッティングスコープの視野の中央に合わせます（32 mm の接眼レンズを使用）。

4. ファインダーを確認して、視野内の物体の位置を確認します。

5. ファインダーブラケットの 3 つの小さなネジを調整して、十字線がターゲットの中央にくるように調整します。

ファインダーを正確に調整すると、スポッティングスコープで対象物を見つけやすくなります。

注意：ファインダーでピントが合っていない場合は、ピントが合うまでファインダースコープの接眼レンズの端を回転させて調整します。

ファインダーの調整

図 8

製品仕様
CE-BSC��-�����
 マクストフカセグレン
��mm
����mm
f/��.�
マルチコーティング
正立像、8×21
��mm (��×)
�.�° （Plossl ��mm 使用）
��ｍ （Plossl ��mm 使用）
��mm
�.�ｍ
��cm
�.�Kg

注意：仕様は予告なく変更されることがあります。

型番
光学設計
口径
焦点距離
口径比F
光学系コーティング
ファインダー
接眼レンズ（Plossl ��.�ｍ ｍ径）
実視界
リニアFOV - ����ｍ
アイレリーフ
至近距離
長さ／正立プリズムおよび接眼レンズ含む
重量／正立プリズムおよび接眼レンズ含む
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天体望遠鏡、ファインダー、接眼レンズなどで太陽を絶対にのぞいてはいけません。失明の危険があります。

スポッティングスコープの動作中は、操作する部分を除き経緯台本体に触れないようにしてください。
手をはさむなどケガの原因になる場合があります。
レンズのキャップを外したままで、直射日光の下に製品を放置しないでください。
望遠鏡やファインダーなどのレンズにより、火災発生の原因となる場合があります。
移動中や歩行中に製品を使用しないでください。衝突や転倒など、ケガの原因となる場合があります。
キャップ、乾燥剤、包装用ポリ袋などを、お子様が誤って飲み込むことのないようにしてください。

炎天下の自動車の中やヒーターなど高温の発熱体の前に製品を放置しないでください。
本体を清掃する際に、シンナーなど強い有機溶剤を使用しないでください。
製品に、雨、水滴、泥、砂などがかからないようにしてください。
レンズにほこりやゴミがついた場合は、市販のブロアーなどで吹き飛ばしてください。
レンズ表面は手で直接触れないようにしてください。指紋などでレンズが汚れた場合はブロアーでほこりやゴミを吹き飛ばして
から、市販のカメラ用レンズクリーナーとレンズクリーニングペーパーを使い、軽く拭きとってください。レンズ表面は大変デリ
ケートですので、清掃の際はキズをつけないよう十分ご注意ください。
保管する際はレンズカバーとキャップをすべて取り付けて光学部品を清潔に保ち直射日光を避け、風通しの良い乾燥した場所に
保管してください。

●
●
●
●
●

●

お手入れ・保管について

注意

太陽をのぞいてはいけません。失明の危険があります。警告

保証内容について

■ 無償保証の適用外となるケース
以下のいずれかに該当する場合は、保証期間内であっても無償保証の対象外となり、有償での修理対応となります。

A）通常の使用方法以外での操作や取り扱いによる故障や損傷
B）お客様による改造、または不適切な修理に起因する故障
C）地震・火災・水害などの天災や不可抗力による損傷
D）購入証明書（レシートや納品書等）が提示できない場合

■ 修理について
修理のご依頼は、購入証明書（レシート・納品書等）を添えて、ご購入店舗または弊社サポート窓口までご連絡ください。
修理品の送料はお客様のご負担となります。輸送中の破損・紛失について、弊社は一切の責任を負いかねます。
修理に必要な部品について、製品の販売終了後から5年間を目安に保管いたします。ただしメーカーの部品供給状況により前後する
場合がございますので、あらかじめご了承ください。
修理により交換された部品や旧製品は、有償・無償を問わずご返却いたしません。

■ 免責事項
本製品の故障、またはその使用により発生したお客様の損害（営業損失・データ損失等）については、
直接的・間接的を問わず、弊社は一切の責任を負いかねます。
弊社に故意または重大な過失がある場合を除き、本製品の故障に関する損害賠償責任は、ご購入金額を上限といたします。
内容は予告なく変更される場合がありますので、あらかじめご了承ください。

■ 初期不良について
ご購入日より 3ヶ月以内 に発生した不具合で、弊社にて初期不良と認められた場合は、無償で商品を交換いたします。
※ 保証対応には、ご購入時のレシートや納品書などの購入証明書が必要です。
　 保証書の代わりとなりますので、紛失しないよう大切に保管してください。

■ 保証期間
メーカーの定める操作マニュアルに従い、通常環境下で使用されている製品に発生した不具合については
ご購入日より2年間、無償で修理対応いたします。（電子部品に関しては1年間）

このたびはCelestron製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
本製品の保証内容について、下記の通りご案内いたします。
ご使用前に必ずお読みいただき、大切に保管してください。

お問い合わせ窓口
株式会社アーキサイト サポートセンター
弊社ホームページのお問い合わせフォームにて
受け付けております。
https://archisite.co.jp/contacts/celestron/

〒110-0006
東京都台東区秋葉原5-9 明治安田生命秋葉原ビル
https://archisite.co.jp/

日本正規販売代理店
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